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古塩まさよし
後援会だより

古
塩
　
政
由

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の

中
で
、
綾
瀬
市
が
将
来
に
向
け

て
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
誠
心

誠
意
、
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
40
周
年

を
迎
え
る
と
と
も
に
、
本
市
の

悲
願
で
あ
り
ま
し
た
空
母
艦
載

機
部
隊
の
移
駐
が
３
月
に
完
了

し
、
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音

解
消
に
向
け
た
、
関
係
者
の
努

力
が
実
を
結
ん
だ
節
目
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
50
周
年
に
向

け
て
、
本
市
は
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
は
、
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少

が
本
格
化
す
る
な

ど
、
大
変
重
要
な
年

に
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
お

い
て
は
、
来
年
度
上

半
期
に
開
通
予
定
の

（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
経
済
発
展
の
契
機
と

な
る
「
道
の
駅
」
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

今
年
１
月
に
、
本
市
を
舞
台

に
撮
影
し
た
地
域
発
信
型
映
画

「
ル
ー
ツ
」
を
、
４
月
に
開
催

さ
れ
た
沖
縄
国
際
映
画
祭
に
出

品
す
る
な
ど
、
市
の
知
名
度
向

上
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
市
内
を
南
北
に
流
れ
る

目
久
尻
川
流
域
に
は
多
く
の
魅

力
が
あ
り
ま
す
。「
神
崎
遺
跡
」

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
公
園
な

ど
を
一
体
的
に
活
用
す
る
「
目

久
尻
川
文
化
ゾ
ー
ン
構
想
」
を

策
定
し
、
観
光
資
源
と
し
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

外
国
籍
市
民
が
多
く
生
活
さ

れ
て
い
る
の
も
本
市
の
特
性
で

す
。
今
後
、
更
に
外
国
人
材
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
域

社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生

き
て
い
く
「
多
文
化
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
施
策
も
充
実

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
年
頭
に
今
年
を

あ
ら
わ
す
思
い
と
し
て
、「
健

(

け
ん)

」
と
い
う
文
字
を
選
び

ま
し
た
。
こ
れ
は「
健
康
」や「
健

全
」、「
健
や
か
」
と
い
っ
た
意

味
で
選
ん
だ
１
字
で
す
。

　

本
市
は
、
元
気
高
齢
者
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

70
歳
、
80
歳
に
な
っ
て
も
、
地

域
活
動
を
通
し
て
「
健
康
」
を

保
つ
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、「
健
や
か
」
に
成
長

し
て
将
来
の
綾
瀬
を
支
え
る
担

い
手
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
何
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
「
健
康
」
で
あ
り
続
け
る
よ

う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
層
厳
し
く
な
る
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
の
中
に
あ
っ
て

は
、「
健
全
」
な
財
政
運
営
が

当
然
で
す
が
、
削
減
一
辺
倒
で

は
な
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
、
投
資
す
べ
き
と

こ
ろ
に
は
、
し
っ
か
り
と
投
資

し
ま
す
。

　

市
政
を
担
い
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
お
約

束
し
た
「
活
力
と
魅
力
に
満
ち

た
綾
瀬
」
の
実
現
に
向
け
、
綾

瀬
の
特
色
を
最
大
限
生
か
し
、

綾
瀬
な
ら
で
は
の
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の

　 

主
な
取
り
組
み

（仮称）綾瀬スマートインターチェンジ完成予想図



サイボクハム

　川越に向かい食事処「初かり亭」に着きま
した。四ヵ所に分かれての食事となりました
が、それぞれ古塩市長の挨拶を受けました。
川越名物のさつまいも尽くし料理（てんぷら、
煮物、むらさきいも饅頭、芋ごはんなど）を
いただきました。

初かり亭
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古
塩
ま
さ
よ
し
後
援
会

　５月 27 日（月曜日）第２回
後援会研修旅行が実施されま
した。市内各地域から 363 人
が９台のバスに乗り込み、７時
半前後に出発しました。それぞ
れのバスは圏央道海老名 IC か
ら北上して狭山 PA で合流し、
サイボクハム、川越散策、鉄道
博物館と周遊しました。 日

帰
り
研
修
旅
行
報
告

　サイボクハムは元養豚場
だったそうで、ハム・ソーセー
ジの加工販売を始め、スー
パーストアー、日帰り温泉な
どを併設する観光場所になっ
たようです。約1時間、買い物、
見学など休憩しました。

第 2 回
5/27



　　　古塩まさよし後援会　総務担当責任者　　清水盛雄    

　5 月 27 日、第２回後援会「研修旅行」を、34 度を超える猛暑の中、
363名もの多くの皆様方の参加をいただき開催することができました。
　お陰様であの暑さの中にもかかわらず事故もなく無事に、また車中
では散策や施設のお話など様々な話題に盛り上がり、楽しく盛大に実
施することができました。
　これも参加者の皆様方、支部長さんを始め役員の方々のご協力の賜
と厚く感謝申し上げます。

川越散策

鉄道博物館

　与野 IC から高速自動車道に乗り、
首都高速、東名高速で帰りました。東名高速の海老名サー
ビスエリアで休憩を取り、ここで評判のメロンパンを買
い込んだ方が多かったようです。7 時ごろ無事出発地点
に着きました。暑かったが楽しい一日でした。

帰り道
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　鉄道博物館は大宮駅の北にあって、東北、上越、
北陸新幹線と高崎線のガード下に設置されてい
ました。館内ではイギリスから輸入した 1 号機
関車や弁慶号、貴婦人と云われた『しごな』（C57） 

『でごいち』（D51）機関車や御料列車、寝台車
などの展示を見ました。さらに進むと、特急あ
ずさ、しおさい、こだまなどの電車、新幹線の
こだま（団子鼻）、現役のトキやミズホなどの
E5 系の先頭車両を見る事が出来ました。日本の
鉄道の歴史が良く分かりました。

　川越に着き、炎天下の中、蔵造の街並みを南
に進み、時の鐘楼のある薬師神社までガイドさん
の案内がありました。以降自由時間で各自散策と
なりました。路地を入った所の長喜院と云うお寺
の門の下で一休みして暑さをしのぎました。暑い
ので早めに引き上げようと蔵造りの町並みを戻り
ました。今ではめったに見られない塗り箸の専門
店や刃物の専門店が蔵造の軒並にあり、大正か
昭和初期にタイムスリップした感じでした。

◇写真提供　　　　　　　
　古山　豊さん
　伊藤和徳さん
◇文章は藤代裕三さんからい
ただいたものを編集しました。



　
　
　

後援会
活動
報告

　
〝
地
平
ら
か
に
天
成
る
”
の

平
成
の
30
年
間
、
日
本
で
は
戦

争
は
な
く
、
平
和
で
し
た
。
と

は
言
え
、
①
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
相
次

ぐ
大
災
害
の
時
代
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
災
害
に
対
し
て
は
、
全

国
規
模
の
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
一
般
化
し
、
被
災
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
を
繫
ぐ
窓

口
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
が

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

②
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
人

口
減
少
社
会
の
到
来
の
時
代
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す

べ
く
、
介
護
保
険
制
度
が
施
行

さ
れ
、
今
の
国
会
に
お
い
て
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、

低
所
得
世
帯
を
対
象
に
大
学
等

高
等
教
育
の
無
償
化
を
図
る
法

律
が
成
立
し
て
お
り
ま
す
。

　

③
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
長

引
く
経
済
の
低
迷
の
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は

緩
や
か
な
経
済
成
長
が
続
い
て

お
り
、
新
卒
業
生
の
就
職
率
は

高
く
、
求
人
倍
率
も
１
を
上

回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
は
ど
の
よ

う
な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
当
然
新
た
な
問
題
も
起
き
、

進
行
し
つ
つ
あ
る
問
題
も
よ
り

悪
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

日
本
人
、
更
に
は
日
本
社
会

は
、
そ
の
時
代
に
応
じ
て
よ
り

良
い
方
向
へ
そ
の
対
応
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
の
時

代
に
お
い
て
も
、
日
本
人
の
知

恵
に
期
待
す
る
と
共
に
、
お
互

い
に
せ
め
て
知
恵
の
持
ち
腐
れ

に
留
意
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
古
塩
ま
さ
よ
し
「
新
春
の
集
い
」
開
催

　
平
成
31
年
２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
古
塩
ま
さ
よ
し
「
研
修
旅
行
」
開
催

　
令
和
元
年
５
月
27
日
に
研
修
旅
行
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
ｐ
２
〜
３
参
照
。

☆古塩まさよしホームページとブログをUPしております。どうぞごらんください。⇨検索　古塩まさよし

◎
今
後
の
予
定

☆
古
塩
ま
さ
よ
し
市
政
報
告
会

・
日
時
：
６
月
29
日
（
土
）
14
時
30
分
〜
16
時

　
　

・
場
所
：
オ
ー
エ
ン
ス
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

☆
後
援
会
忘
年
会

　
　

・
日
時
：
11
月
30
日
（
土
）
18
〜
20
時

　
　

・
場
所
：
ニ
ュ
ー
ロ
ー
ド　

☆
令
和
２
年
新
春
の
集
い

　
　

・
日
時
：
２
月
１
日
（
土
）
14
〜
16
時
30
分

　
　

・
場
所
：
オ
ー
エ
ン
ス
文
化
会
館
大
・
小
ホ
ー
ル

▲新春の集い

　
…
小
器
凡
器
の
独
り
言
…

古
塩
ま
さ
よ
し
後
援
会
　
　
会
長
　
近
藤
　
亘

近藤　亘　　　
加藤　功　　　
新倉　正治　　
鈴木　光雄　　
古山　豊　　　
原　忠夫　　　
山田　正男　　
高島　孝夫　　
山口　裕久　　
宮崎　等　　　
山田　泰士　　
小野寺　七男　
藤代　裕三　　
渡部　信男　　
橋本　勝利　　
土屋　徳宜　　
井川　定　　　
栗原　秀美　　
内藤　昭宏　　
新名　伸夫　　
新倉　幸男　　
鈴木　敦　　　
藤原　務　　　

柏木　美奈子　
中村　三枝子　

古郡　きよ子　
佐藤　静子　　
見上　晴美　　
肥後　幸恵　　
大塚　明美　　
増田　美佐子　
秋葉　キヨ子　
堤　朋子　　　
笠間　久江　　
井口　昭子　　
栗原　久代　　
北村　高子　　
渋谷　とよ子　
斉藤　登美子　

古塩まさよし後援会役員名簿

会長
会長代行
副会長
副会長
吉岡支部長
落合支部長
中村支部長
上深谷支部長
蓼川支部長
大上支部長
寺尾北支部長
寺尾台支部長
寺尾天台支部長
寺尾西支部長
寺尾南支部長
寺尾釜田支部長
寺尾綾北支部長
小園支部長
早川支部長
綾西支部長
上土棚南支部長
上土棚中支部長
上土棚北支部長

＜まさよしレディーズ＞
会長
副会長
吉岡支部長兼任
副会長
落合支部長
中村支部長
上深谷支部長
蓼川支部長
大上支部長
寺尾天台支部長
寺尾南支部長
寺尾釜田支部長
寺尾綾北支部長
小園支部長
早川支部長
綾西支部長
上土棚 3 支部長

新
元
号
令
和
の
時
代
は

古
塩
ま
さ
よ
し
後
援
会
事
務
局
長
の
曽
根
隆
信
さ
ん
が
、

５
月
10
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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